
指導と学習活動の志向性の違い指導と学習活動の志向性の違い（３つのビリーフス）（３つのビリーフス）

・教授者がモデルを示す・教授者がモデルを示す

・学習者がモデルを模倣・学習者がモデルを模倣

するする

・スモールステップ＋即・スモールステップ＋即

時フィードバック時フィードバック

▶▶知識の体系的な伝達知識の体系的な伝達

教える教える

・教授者が課題・到達点を・教授者が課題・到達点を

示す示す

・学習者が協力して課題を・学習者が協力して課題を

解決する解決する

・学習者の「理解の最大・学習者の「理解の最大

化」を求める化」を求める

▶▶学習者同士の学び合い学習者同士の学び合い

気づかせる気づかせる

・知識は学習者同士が構成・知識は学習者同士が構成

するする

・学習者の自律性を高める・学習者の自律性を高める

・課題解決の現実性を求める・課題解決の現実性を求める

▶▶対立と協調が混在する現実対立と協調が混在する現実

社会への対応社会への対応

▶▶あくまでも学習者自身が答あくまでも学習者自身が答

えを出すえを出す

気づき合う気づき合う

第1回 ＦＤセミナー 2012

９月７日（金） １０：００～１７：００

河合塾麹町校 ８階 デルファイホール お一人様 １５，０００円 （昼食代を含みます）

※お申込み方法、会場地図等は、裏面をご覧ください。

河合塾
開発研究職・講師

成田 秀夫

中央大学大学院・博士課程（哲学専攻）在学中
から、河合塾にて現代文科講師を務める。授業
では「わかることの愉しさ」を追求。また、大学生
向けの「日本語表現講座」を開発し、自らも大学
の教壇に立つ。2010年より、初年次教育学会理
事を努め、講演会・シンポジウムのパネラーも精
力的にこなしている。

京都文教大学
教授

中村 博幸

研究テーマは大学教育、教育工学。現職は
京都文教大学教授、初年次教育学会理事。
静岡大学卒業後、高校教諭・短大・大学教
員を通じて、まだ初年次教育、文章表現科
目などが知られていない頃から基礎教育
の実践及び実践研究を行う。

河合塾
講師

堀上 晶子

九州大学文学部卒業後、高校教員を経て河合
塾へ。国語科講師として中高生・予備校生の
指導や教材作成を行う。2002年より、大学の
初年次教育や参加体験型授業の開発に携わ
る。現在は大学や企業における、キャリア開発、
ラィティング、ジェネリックスキル育成などの授
業や研修、教材開発などを行っている。

河合塾はこれまで、「初年次教育」のあり方や、学生を能動的な学びに導く「アクティブラーニング」のあり方について調査・研
究して参りました。そうした知見を踏まえ、様々な機関、研究者、教育実践者と協力して、ＦＤセミナーを開催します。

第1回は、「文章表現・ライティング」科目を例にとった「授業設計のためのワークショップ」です。 「初年次教育学会」の理事で
あり、早くから文章表現指導の必要性を認識し、カリキュラム設計や実践及び研究を行なってきた中村博幸教授（京都文教大
学）、及び初年次におけるライティングについて研究を続けている「文章表現デザイン塾」の協力を得てセミナーを開催しますの
で、ふるってご参加ください。

「文章表現・ライティング」科目は、初年次教
育のみならず学士課程教育全般、さらには
キャリア教育においても、その重要性が認識
されています。

しかし、共通のシラバスや教材・マニュアル
があっても、教員個々がバラバラに授業をし
ているというのが実情ではないでしょうか。

こうした事態は、担当教員の専門性やキャ
リアの違いもさることながら、教員個々の教
育に対するビリーフス（教育観・学習観）の違
いによるところが大きいと思われます。

本セミナーでは、対象とする学生の現状と
教授者自身のビリーフスを自覚化し、現状に
フィットする授業設計のポイントについて、
ワークショップ形式の研修を行います。

日 時 対 象

受 講 料

定 員

４５名

大学で文章表現・ライティングの授業ご担当教員の方

※終了後に個別相談会も行います。

場 所

第 １ 回 の ね ら い



会場ご案内

・ＪＲ総武線市ヶ谷駅より徒歩３分
・東京メトロ有楽町線・南北線・都営新宿線市ヶ谷駅

３番出口より徒歩３分
・ＪＲ中央線・総武線四ツ谷駅麹町口より徒歩５分
・東京メトロ丸ノ内線・南北線四ツ谷駅１番出口より

徒歩６分
・東京メトロ有楽町線麹町駅６番出口より徒歩２分

お申込み方法（定員４５人になり次第締切りとさせていただきます）／お問い合わせ

河合塾 麹町校８Ｆ（ﾃﾞﾙﾌｧｲﾎｰﾙ） 東京都千代田区六番町1-3

過去に大学で実施した際の受講者の声

ワークショップの進め方、

構成等、分かり易く狙いが

明確で楽しく進めることが

できた。

自分の授業イメージと

学生の現状にズレがある

ことが分かった。

大学の日常的な業務の

中でこのように具体的な

議論をすることなはない

ので、こうしたワークショ

ップの意味は大きい。

一言でライティングの授業

といっても、それぞれの先

生のお立場や考え方により

実に多様なケースが考え

られることがよく理解できた。

プログラム

 ９：００ 開場 

１０：００ オリエンテーション 

１０：１５ 第１部 ワーク① 学生の状況・自身の授業イメージを知る 

  レクチャー① 様々な教育観・指導法について 

１１：３０ 昼食 ※弁当・飲み物をご用意いたします。 

１２：２０ 第２部 ワーク② ３つの手法で考える 

  レクチャー② ライティング授業のプロセスについて 

  ワーク③ 授業案を作成する 

１４：４０ 休憩 

１４：５０ 第３部 全体発表 

１５：４０ 休憩 

１５：５０ 第４部 振り返り・まとめ 

１７：００ 閉場 ※終了後に個別相談会を行います。 

e-mail： fdwork@kawai-juku.ac.jp 河合塾 教育研究部 担当：野吾（やご）、伊藤【講演会・講座に関するお問い合わせ】

下記ボタンからお申し込みください。【お申込み方法】

おひとり様 ¥15,000 （当日受付にてお支払い願います。）【受講料】

2012年6月15日（金） ～ 2012年9月5日（水）17:00【お申込み期間】

お申込みはこちら


